
(c) 堆積：堆積構造と堆積相	
①地層の階層性 
粒子 

●粒子の種類 
　鉱物・岩石の種類と多様性 
　サイズ(分布と大きさ) 
　円磨度 
●粒子配列(fabric) 
　空間的パッキング 
　配列 
堆積構造と層理 

●ベッドフォーム 
●堆積構造 
堆積相 
堆積システム 
堆積シーケンス 

堆積構造と層理 
●堆積構造の形成のタイミング 
同生構造(syngenetic): 
     初生構造(primary), 準堆積時(penecontemporaneous) 

堆積後の構造 
   後生堆積構造(epigenetic) or 二次的堆積構造(secondary) 

●ベッドフォーム:移動する砕屑性粒子が河床や海底面などの 
           流路底に作る形態 

例: リップル(ripples), デューン(dunes, 波長>60cm), 
 平滑床(plane beds), 反砂堆(はんさすい: antidunes) 

（クライミング）リップル デューン 

堆積構造と層理 堆積構造と層理 

●ベッドフォーム:移動する砕屑性粒子が河床や海底面などの 
           流路底に作る形態 

水深が浅い時 

●ベッドフォーム:移動する砕屑性粒子が河床や海底面などの 
           流路底に作る形態 

深いと、それだけより速い流速が必要 

●ベッドフォーム:移動する砕屑性粒子が河床や海底面などの 
           流路底に作る形態 

リップル 
カレントリップル カレント（クライミングリップル） 

堆積速度が速く 
砂の供給量が多
いと、上流側が
削られるより速
く堆積。 

デューン➡︎平滑床 

●ベッドフォーム:移動する砕屑性粒子が河床や海底面などの 
           流路底に作る形態 



デューンとアンチデューン 

●ベッドフォーム:移動する砕屑性粒子が河床や海底面などの 
           流路底に作る形態 

ウェーブリップルとハンモック層理 
水深が深い時：振動流 

●ベッドフォーム:移動する砕屑性粒子が河床や海底面などの 
           流路底に作る形態 

ウェーブリップル 
水深が深い時 

ハンモック状斜交層理 
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ハンモック状斜交層理 
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>50	cm/s

ハンモック状
斜交層理 

ソールマーク(底痕） インブリケーション 



初生の堆積相を壊す構造 
生痕 

コンボリュート葉理・スランプ構造・火焔状構造 

タービダイト 

タービダイト デルタ 
(1) Fluvial(River)-dominated 

e.g. Mississippi Delta 
(2) Wave-dominated 

e.g. Nile Delta 
(3) Tide-dominated 

e.g. Ganges-Brahmaputra 

Leeder,	1982)

堆積を制御する主要因が何かによる分類 

River-dominated Delta
①Micrortidal (潮汐<2m)  
②Gently sloping shelf (波のエネルギーが散逸） 
③豊富な懸濁粒子の供給 
④周囲が水に浸かった状態で良く発達した自然堤防
(levees) 
⑤鳥の足状の形態 
⑥頻繁な河道の移動 
堆積記録：チャンネル構造が良く発達。砂浜堆積物

に乏しい。淘汰余り良くない。 Nile River Delta

Wave-dominated Delta
①Micrortidal (潮汐<2m)  
②自然堤防は発達しない。 
➡︎波の影響が少なくとも水深
数mまで及ぶ(河川が供給し
た堆積物は波により運搬) 
③砂嘴(さし：spit)、砂洲
(sand bar)の形成 
➡︎特に波が斜めに当たる場合、
海岸線に沿った堆積物の側方
輸送が起こる。 
④河口近くに海岸線に沿った
砂洲(mouth bar)の形成 
次第に砂浜へ変わる。 
⑤堆積記録： 
砂浜堆積物の発達。 
淘汰が良い。デルタ・フロン
ト堆積物の斜交層理は海岸に
沿った流れの方向が卓越。 

Senegal Delta

Tide-dominated Delta
①Macrortidal (潮汐>2m) 
②デルタ上のチャンネルの奥ま
で潮汐の影響を受ける。 
具体的には、逆転する潮汐流、
満潮時の流れの停滞など 
③オーバーバンク部分は、少な
くとも部分的に潮汐の影響を受
け、泥質な低地となる。 
④河口付近では、潮汐流による
侵食再堆積が起こり、海岸線に
垂直 な方向に砂洲が形成される。 
⑤チャンネル内や砂洲に堆積し
た砂質堆積物の斜交層理が示す
流れの方向が逆転が繰り返す、
その間に泥質堆積物薄層(mud 
drape)が挟在される 
⑥デルタが前進し、堆積物は、
大局的には上方粗粒化を示す。 

Ganges-Brahmaputra Delta

岩相対比の法則（ワルターの法則） 


